
特許庁における調査研究について 

 

平成２３年８月２日 

知的財産戦略推進事務局 

 

１．背景 

「知的財産推進計画２０１１」に、グローバル・ネットワーク時代における知財人財育成

プランを確立するとの施策が盛り込まれたことを受けて、経済産業省特許庁では、我が

国の知的財産人財の現状と課題、今後の方向性といった全体像を把握し、今後の知的

財産制度の在り方の検討にも資する基礎資料を作成するための調査研究（平成２３年

度産業財産権制度問題調査研究「新たな知的財産システムに対応した人材育成のあ

り方に関する調査研究」）を行うこととした。 

 

２．調査研究の内容 

上記調査研究では、企業、大学、弁理士・弁護士、知的財産庁及び人財育成機関

における知的財産人財の現状（知的財産に携わる人財数、研修制度等）やグローバル

化・オープンイノベーションの進展が各国の知的財産人財像、知的財産人財育成策に

与えた影響を把握するため、以下の（１）～（４）の調査を実施する予定。 

 

知財人財育成プラン検討ワーキンググループ（以下、本ワーキンググループという。）

では、この調査結果も踏まえて、知財人財育成プランの確立に向けた議論を進めていく

こととする。 

 

（１）国内外文献調査（書籍、論文、調査研究報告書、インターネット情報等） 

（２）国内アンケート調査（企業、弁理士・弁護士、教育・研究機関、地方公共団体等

に対してアンケート） 

（３）国内ヒアリング調査（上記（２）の調査項目を更に詳細に把握） 

（４）海外ヒアリング調査（米、英、独、中、韓の知財人財育成機関等） 

 

３．スケジュール 

上記２．（１）～（４）の調査は、本ワーキンググループにおける検討スケジュールに合

わせて、本年１１月までに終了するように実施する予定。 

 

※特に、取りまとめに時間を要する国内アンケート調査（上記２．（２））について、その調

査項目を早急に確定する必要があることから、別紙の調査項目（案）について本ワー

キンググループ委員各位の御意見を賜りたい（別紙参照）。 

資料７ 
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数字・選択肢等の形式で問う事項
（グラフ・表等でまとめるもの）

記入形式で問う事項
（文書でまとめるもの）

基本データ 業種、設立年、資本金、グループ企業の有無 -
金額的規模 売上高、営業利益、経常利益、研究費 -
人員的規模 従業者数、研究関係従業者数 -
研究開発規模 研究費、研究関係従業者数 -
金額的状況 知財活動費、うち出願系費 -
人員的状況 知財担当者数、うち社内弁理士数 -

国内特実意出願件数、国際特許出願件数、
外国特実意出願件数

-

国内商標登録出願件数、国際商標登録出願
件数、外国商標登録出願件数

-

国内特実意権保有件数、外国特実意権保有
件数

-

国内特実意権利用件数、外国特実意権利用
件数

-

国内商標登録件数、外国商標登録件数 -

係争状況
係争中の国内訴訟件数、係争中の国外訴訟
件数

-

知的財産マネジメント人材の
現状

経営者・経営幹部、コンテンツプロデュー
サー、標準担当者の数

-

知的財産創出人材の現状 研究者、クリエーターの数 -
知的財産専門人材の現状 知的財産部員、知的財産担当者の数 -

経営者・経営幹部育成の取組
の現状

経営者・経営幹部向けの知的財産マネジメン
トやコンテンツ産業に関する研修を受講した
経営者・経営幹部の人数・のべ時間

左記の具体的内容

-
コンテンツプロデューサー育成に関するイン
ターンシップの状況

-
コンテンツプロデューサー育成に関する施設・
設備や教材面での大学との協力の状況

- 学生作品を対象としたコンテスト開催の状況
- 標準化担当者の処遇の状況

-
企業における知的財産教育における標準化
の位置づけの状況

-
国際標準化活動に貢献した従業員の評価・処
遇の状況

-
標準化活動に携わった人材の大学、大学院、
MOTプログラム等への派遣の状況

-
技術知識、語学力、交渉力を備えた人材に対
する教育・研修機関等における研修を通じた
標準化担当者への育成の状況

研究者育成の取組の現状
業務経験に応じた知的財産研修を受講した研
究者の人数・のべ時間

左記の具体的内容

著作権や契約などコンテンツビジネスに関す
る研修を受講したクリエーターの人数・のべ時
間

左記の具体的内容

-
クリエーター育成に関するインターンシップの
状況

-
クリエーター育成に関する施設・設備や教材
面での大学との協力の状況

- 体系化された内部研修システムの状況

-
外部機関、外部の検定、教育機関の活用の
状況

-
海外への留学・駐在、関係会社や外部機関へ
の出向等の外部との交流の状況

-
多様なキャリアパスと能力に応じたポストなど
の提示の状況

中小企業の知的財産担当者
育成の取組の現状

-

中小企業基盤整備機構、都道府県等中小企
業支援センター、商工会・商工会議所等が開
催する中小企業の経営者・知的財産担当者
向けの研修への参画状況

民間企業向けアンケート項目（案）

知的財産専門人材育成の取
組の現状

大テーマ

知的財産人材の現状

知的財産マネジメント人材育
成の取組の現状

知的財産創出人材育成の取
組の現状

標準担当者育成の取組の現
状

企業の概要

制度利用状況

権利活用状況

企業の知的財産活動の状況

コンテンツプロデューサー育
成の取組の現状

小テーマ
中テーマ

クリエーター育成の取組の現
状

知的財産部員育成の取組の
現状

 

 

（別紙） 
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経営者・経営幹部育成の課題 -
経営者・経営幹部向けの知的財産マネジメン
トやコンテンツ産業に関する研修について

-
コンテンツプロデューサー育成に関するイン
ターンシップについて

-
コンテンツプロデューサー育成に関する施設・
設備や教材面での大学との協力について

- 学生作品を対象としたコンテスト開催の状況

- 標準化担当者の処遇について

-
企業における知的財産教育における標準化
の位置づけについて

-
国際標準化活動に貢献した従業員の評価・処
遇について

-
標準化活動に携わった人材の大学、大学院、
MOTプログラム等への派遣について

-
技術知識、語学力、交渉力を備えた人材に対
する教育・研修機関等における研修を通じた
標準化担当者への育成について

研究者育成の課題 - 業務経験に応じた知的財産研修について

-
著作権や契約などコンテンツビジネスに関す
る研修について

-
クリエーター育成に関するインターンシップに
ついて

-
クリエーター育成に関する施設・設備や教材
面での大学との協力について

- 体系化された内部研修システムについて

-
外部機関、外部の検定、教育機関の活用につ
いて

-
海外への留学・駐在、関係会社や外部機関へ
の出向等の外部との交流について

-
多様なキャリアパスと能力に応じたポストなど
の提示について

中小企業の知的財産担当者
育成課題

-

中小企業基盤整備機構、都道府県等中小企
業支援センター、商工会・商工会議所等が開
催する中小企業の経営者・知的財産担当者
向けの研修への参画について

2006年以降の企業活動の変
化

自社の企業活動の2006年以降のグローバル
化の有無、程度

グローバル化に対応した2006年以降の知財
活動の具体的変化

知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育
成策の変化

-
上記知財活動の変化に伴う人材像、人材育
成策の具体的変化

知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策の変化

-
上記知財活動の変化に伴う人材像、人材育
成策の具体的変化

知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策の変化

-
上記知財活動の変化に伴う人材像、人材育
成策の具体的変化

2006年以降の企業活動の変
化

自社の企業活動の2006年以降のオープンイノ
ベーション化の有無、程度

オープンイノベーションに対応した2006年以降
の知財活動の具体的変化

知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育
成策の変化

-
上記知財活動の変化に伴う人材像、人材育
成策の具体的変化

知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策の変化

-
上記知財活動の変化に伴う人材像、人材育
成策の具体的変化

知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策の変化

-
上記知財活動の変化に伴う人材像、人材育
成策の具体的変化

知的財産マネジメント人材に
ついて

-
我が国全体の知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育成策に関する課
題・意見

知的財産創出人材について -
我が国全体の知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策に関する課題・意見

知的財産専門人材について -
我が国全体の知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策に関する課題・意見

クリエーター育成の課題

知的財産専門人材育成の課
題

知的財産部員育成の課題

標準担当者育成の課題

コンテンツプロデューサー育
成の課題

知的財産マネジメント人材育
成の課題

知的財産創出人材育成の課
題

我が国全体の知的財産人材
像、知的財産人材育成策に関
する課題・意見

グローバル化の進展が知的
財産像、知的財産人材育成策
に与えた影響

オープンイノベーションの進展
が知的財産像、知的財産人材
育成策に与えた影響
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数字・選択肢等の形式で問う事項
（グラフ・表等でまとめるもの）

記入形式で問う事項
（文書でまとめるもの）

基本データ 設立年、法人格の有無、グループ企業の有無 -
金額的規模 売上高、営業利益、経常利益 -
人員的規模 従業者数 -

出願とその他の業務の売上比率 -
弁護士事務所の場合、全売上に占める知財
関係の割合

-

分野別出願件数・推移 -
内内・内外・外内の受任件数の比率 -
外国出願の地域別割合 -
知財契約業務（移転・ライセンス件数） -
知財マネジメント・知財戦略業務の受注の有
無

-

国内係争受注件数、特・意・商等の比率 -
外国係争受任件数、特・意・商等の比率、係
争国名

-

弁理士の数 -
弁理士の技術スタッフの数 -
知的財産関連事業スタッフの数 -
知的財産関係弁護士の数 -
技術的素養や条約に関する知識など、弁理士
の実務に不可欠な能力を充実するための研
修を受講した人数・のべ時間

左記の具体的内容

知的財産に関する国際制度、事例研究などの
研修を受講した人数・のべ時間

左記の具体的内容

中小企業診断士や技術士等の資格を取得し
た人数

左記の具体的内容

出願書類の基礎資料作成の実務能力を測定
し評価する制度を利用した人数・のべ回数

左記の具体的内容

教育・研修を受けた人数・のべ時間 左記の具体的内容
技術スタッフのネットワークに参画している人
数

左記の具体的内容

法律・技術・語学等に関する研修を受講した
人数・のべ時間

左記の具体的内容

実務能力を測定し評価する制度を利用した人
数・のべ時間

左記の具体的内容

弁護士のネットワークに参画している人数 左記の具体的内容
知的財産に関する研修を受講した人数・のべ
時間

左記の具体的内容

-
技術的素養や条約に関する知識など、弁理士
の実務に不可欠な能力を充実するための研
修について

-
知的財産に関する国際制度、事例研究などの
研修について

-
中小企業診断士や技術士等の資格の取得に
ついて

-
出願書類の基礎資料作成の実務能力を測定
し評価する制度について

- 教育・研修について
- 技術スタッフのネットワークについて

-
法律・技術・語学等に関する研修を受講した
人数・のべ時間

- 実務能力を測定し評価する制度について
- 弁護士のネットワークについて
- 知的財産に関する研修について

2006年以降の顧客の企業活
動の変化

顧客の企業活動の2006年以降のグローバル
化の有無、程度

グローバル化に対応した2006年以降の知財
業務の具体的変化

知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策の変化

-
上記知財業務の変化に伴う知的財産専門人
材像、知的財産専門人材育成策の具体的変
化

2006年以降の顧客の企業活
動の変化

顧客の企業活動の2006年以降のオープンイノ
ベーション化の有無、程度

オープンイノベーションに対応した2006年以降
の知財業務の具体的変化

知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策の変化

-
上記知財業務の変化に伴う知的財産専門人
材像、知的財産専門人材育成策の具体的変
化

知的財産マネジメント人材に
ついて

-
我が国全体の知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育成策に関する課
題・意見

知的財産創出人材について -
我が国全体の知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策に関する課題・意見

知的財産専門人材について -
我が国全体の知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策に関する課題・意見

弁理士・弁護士事務所向けアンケート項目（案）

オープンイノベーションの進展
が知的財産像、知的財産人材
育成策に与えた影響

我が国全体の知的財産人材
像、知的財産人材育成策に関
する課題・意見

知的財産関係弁護士育成の
取組

弁理士の技術スタッフ育成の
取組

グローバル化の進展が知的
財産像、知的財産人材育成策
に与えた影響

知的財産専門人材育成の課
題

弁理士育成の取組

知的財産関係弁護士育成の
取組

弁理士育成の取組

弁理士・弁護士事務所の概要

業務全般状況

知的財産専門人材の人員的
規模

出願業務状況

権利活用業務状況

係争関係業務状況

事務所の知的財産事業の状
況

知的財産専門人材の現状

知的財産関連事業スタッフ育
成の取組

大テーマ 中テーマ
小テーマ

弁理士の技術スタッフ育成の
取組

知的財産関連事業スタッフ育
成の取組

知的財産専門人材育成の取
組の現状
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数字・選択肢等の形式で問う事項
（グラフ・表等でまとめるもの）

記入形式で問う事項
（文書でまとめるもの）

基本データ
国公私立の別、設立年、学部数、研究機関
数、敷地面積､論文数

-

予算規模 予算額（全体・学部機関別） -
人員規模 学生数・教員数 -

経営者・経営幹部育成の取組
の現状

-
企業経営者や経営幹部向けの知的財産マネ
ジメントやコンテンツ産業に関する研修の状
況

-
コンテンツプロデューサー育成のための系統
だった人材の育成・指導ができるカリキュラム
づくりの状況
コンテンツ分野における大学間連携の状況

-
学内での関連学部学科・研究機関との連携の
状況

-
コンテンツプロデューサー育成に関するイン
ターンシップの状況

-
コンテンツプロデューサー育成に関する施設・
設備や教材面での産業界との協力の状況

- 学生作品を対象としたコンテスト開催の状況
標準担当者育成の取組の状
況

-
企業や大学等で実際に標準化活動に携わっ
た人材の教員又は講師としての活用の状況

-
理系の学部・大学院における、知的財産に関
する授業科目の設置・理系の学生の履修の
状況

-
研究者に対する知的財産に関する学内ルー
ルの普及啓発の状況

-
知的財産に関する授業科目の企業等の研究
者のための夜間及び休日の開設の状況

-
研究者に対する「研究ノート」の作成に関する
研修の実施の状況

-
研究者に対する知的財産の保護・活用に関す
る成功事例、失敗事例を盛り込んだ研修の実
施の状況

-
クリエーター育成のための系統だった人材の
育成・指導ができるカリキュラムづくりの状況

- コンテンツ分野における大学間連携の状況

-
学内での関連学部学科・研究機関との連携の
状況

-
クリエーター育成に関するインターンシップの
状況

-
クリエーター育成に関する施設・設備や教材
面での産業界との協力の状況

- 学生作品を対象としたコンテスト開催の状況

-
研究人材の流動化、海外の研究機関との交
流や学際的な研究の実施など研究者間の交
流の状況

- 海外の一流の研究者の招へいの状況

-
実務経験者に対する教育・研究の機会の提
供の状況

-
知的財産に関する業務（特に契約業務）の経
験が豊富な企業の実務経験者の採用の状
況、若手人材の採用の状況

-
学内研修、他の大学・TLOによる研修、専門
職大学院やMOTプログラムの受講の状況

-

大学における知的財産活動特許等の実施に
よる直接の収益のみならず、学生・教員に対
する知的財産教育への貢献、知的財産を活
用した地域への貢献等を適切に評価するシス
テムの導入の状況

-
質の高い出願、的確な権利取得、戦略的な活
用を図るための環境の整備の状況

-
企業の知的財産部門、海外の類似機関との
人材交流の状況

-
大学技術移転協議会を活用した技術移転人
材の育成の状況

大学・研究機関向けアンケート項目（案）

知的財産専門人材育成の取
組の現状

産学連携従事者育成の取組
の現状

知的財産研究者育成の取組
の現状

教育機関の概要

知的財産創出人材育成の取
組の現状

研究者育成の取組の現状

クリエーター育成の現状

小テーマ
大テーマ 中テーマ

コンテンツプロデューサー育
成の取組の状況

知的財産マネジメント人材育
成の取組の現状
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経営者・経営幹部育成の課題 -
企業経営者や経営幹部向けの知的財産マネ
ジメントやコンテンツ産業に関する研修につい
て

-
コンテンツプロデューサー育成のための系統
だった人材の育成・指導ができるカリキュラム
づくりについて

- コンテンツ分野における大学間連携について

-
学内での関連学部学科・研究機関との連携に
ついて

-
コンテンツプロデューサー育成に関するイン
ターンシップについて

-
コンテンツプロデューサー育成に関する施設・
設備や教材面での産業界との協力について

- 学生作品を対象としたコンテスト開催について

標準担当者育成の課題 -
企業や大学等で実際に標準化活動に携わっ
た人材の教員又は講師としての活用について

-
理系の学部・大学院における、知的財産に関
する授業科目の設置・理系の学生の履修に
ついて

-
研究者に対する知的財産に関する学内ルー
ルの普及啓発について

-
知的財産に関する授業科目の企業等の研究
者のための夜間及び休日の開設について

-
研究者に対する「研究ノート」の作成に関する
研修の実施について

-
研究者に対する知的財産の保護・活用に関す
る成功事例、失敗事例を盛り込んだ研修につ
いて

-
クリエーター育成のための系統だった人材の
育成・指導ができるカリキュラムづくりについて

- コンテンツ分野における大学間連携について

-
学内での関連学部学科・研究機関との連携に
ついて

-
クリエーター育成に関するインターンシップに
ついて

-
クリエーター育成に関する施設・設備や教材
面での産業界との協力について

- 学生作品を対象としたコンテスト開催について

-
研究人材の流動化、海外の研究機関との交
流や学際的な研究の実施など研究者間の交
流について

- 海外の一流の研究者の招へいについて

-
実務経験者に対する教育・研究の機会の提
供について

-
知的財産に関する業務（特に契約業務）の経
験が豊富な企業の実務経験者の採用の状
況、若手人材の採用について

-
学内研修、他の大学・TLOによる研修、専門
職大学院やMOTプログラムの受講について

-

大学における知的財産活動特許等の実施に
よる直接の収益のみならず、学生・教員に対
する知的財産教育への貢献、知的財産を活
用した地域への貢献等を適切に評価するシス
テムの導入について

-
質の高い出願、的確な権利取得、戦略的な活
用を図るための環境の整備について

-
企業の知的財産部門、海外の類似機関との
人材交流について

-
大学技術移転協議会を活用した技術移転人
材の育成について

知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育
成策の変化

-
知財活動の変化に伴う知的財産マネジメント
人材像、知的財産マネジメント人材育成策の
具体的変化

知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策の変化

-
知財活動の変化に伴う知的財産創出人材
像、知的財産創出人材育成策の具体的変化

知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策の変化

-
知財活動の変化に伴う知的財産専門人材
像、知的財産専門人材育成策の具体的変化

知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育
成策の変化

-
知財活動の変化に伴う知的財産マネジメント
人材像、知的財産マネジメント人材育成策の
具体的変化

知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策の変化

-
知財活動の変化に伴う知的財産創出人材
像、知的財産創出人材育成策の具体的変化

知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策の変化

-
知財活動の変化に伴う知的財産専門人材
像、知的財産専門人材育成策の具体的変化

知的財産マネジメント人材に
ついて

-
我が国全体の知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育成策に関する課
題・意見

知的財産創出人材について -
我が国全体の知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策に関する課題・意見

知的財産専門人材について -
我が国全体の知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策に関する課題・意見

産学連携従事者育成の課題

知的財産創出人材育成の課
題

研究者育成の課題

オープンイノベーションの進展
が知的財産像、知的財産人材
育成策に与えた影響

クリエーター育成の課題

知的財産専門人材育成の課
題

知的財産研究者育成の課題

グローバル化の進展が知的
財産像、知的財産人材育成策
に与えた影響

我が国全体の知的財産人材
像、知的財産人材育成策に関
する課題・意見

知的財産マネジメント人材育
成の課題

コンテンツプロデューサー育
成の課題
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数字・選択肢等の形式で問う事項
（グラフ・表等でまとめるもの）

記入形式で問う事項
（文書でまとめるもの）

予算規模 知的財産関係予算の額 -
人員規模 知的財産政策担当者の数 左記の主な業務内容
知財コーディネーター・アドバ
イザーの状況

知財コーディネーター・アドバイザーの数 左記の主な業務内容

知的財産政策担当職員に対する多様なキャリ
アパスの設定、専門性を高めるための研修の
実施、任期の長期化の有無

左記の具体的内容

法律的素養の高い人材の雇用の促進、知的
財産政策担当職員としての活用の有無

左記の具体的内容

小中高校等の教員の育成の
取組の現状

教員向け研修等の実施の有無 左記の具体的内容

中小企業の知的財産担当者
育成の取組の現状

-
都道府県等中小企業支援センター等が開催
する中小企業の経営者・知的財産担当者向
けの研修の具体的内容

-
知的財産政策担当職員に対する多様なキャリ
アパスの設定、専門性を高めるための研修の
実施、任期の長期化について

-
法律的素養の高い人材の雇用の促進、知的
財産政策担当職員としての活用について

小中高校等の教員の育成の
課題

- 教員向け研修等の実施について

中小企業の知的財産担当者
育成の課題

-
都道府県等中小企業支援センター等が開催
する中小企業の経営者・知的財産担当者向
けの研修について

知的財産政策業務に生じた変
化

-
2006年以降知的財産制作業務に生じた具体
的変化

知的財産政策担当者像・育成
策の変化

-
上記の変化に伴う知的財産政策担当者像・育
成策の変化の具体的変化

知的財産マネジメント人材に
ついて

-
我が国全体の知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育成策に関する課
題・意見

知的財産創出人材について -
我が国全体の知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策に関する課題・意見

知的財産専門人材について -
我が国全体の知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策に関する課題・意見

地方自治体向けアンケート項目（案）
小テーマ

地方自治体の知的財産関係
業務の概要

大テーマ 中テーマ

知的財産政策担当者の育成
の取組の現状

我が国全体の知的財産人材
像、知的財産人材育成策に関
する課題・意見

地方自治体における知的財
産人材育成の取組の現状

地方自治体における知的財
産人材育成の課題

知的財産政策担当者の育成
の課題

グローバル化・オープンイノ
ベーションの進展が税関にお
ける知的財産人材像・人材育
成策に与えた影響
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数字・選択肢等の形式で問う事項
（グラフ・表等でまとめるもの）

記入形式で問う事項
（文書でまとめるもの）

予算規模 知的財産関係予算の額 -

人員規模 知的財産取締職員の人数 -
知財種類別輸入件数・額 -
知財種類別輸出件数・額 -
真贋鑑定の技術を高める研修の有無 左記の具体的内容
最先端技術を用いた新鋭機器の利用に関す
る研修の有無

左記の具体的内容

海外の取締機関との連携の有無 左記の具体的内容
海外留学の有無 左記の具体的内容
模倣品・海賊版に対応するために必要な技
術・知識の整理・研修への活用の有無

左記の具体的内容

- 真贋鑑定の技術を高める研修について

-
最先端技術を用いた新鋭機器の利用に関す
る研修について

- 海外の取締機関との連携について
- 海外留学について

-
模倣品・海賊版に対応するために必要な技
術・知識の整理・研修への活用について

知的財産取締業務に生じた変
化

-
2006年以降知的財産取締業務に生じた具体
的変化

税関職員像・育成策に生じた
変化

-
上記の変化に伴う税関職員像・育成策の具体
的変化

知的財産マネジメント人材に
ついて

-
我が国全体の知的財産マネジメント人材像、
知的財産マネジメント人材育成策に関する課
題・意見

知的財産創出人材について -
我が国全体の知的財産創出人材像、知的財
産創出人材育成策に関する課題・意見

知的財産専門人材について -
我が国全体の知的財産専門人材像、知的財
産専門人材育成策に関する課題・意見

税関向けアンケート項目（案）

大テーマ 中テーマ
小テーマ

税関の知的財産関係業務の
概要

知財侵害品差止の現状

税関における知的財産人材
育成の取組の現状

税関職員育成の取組の現状

我が国全体の知的財産人材
像、知的財産人材育成策に関
する課題・意見

グローバル化・オープンイノ
ベーションの進展が税関にお
ける知的財産人材像・人材育
成策に与えた影響

税関における知的財産人材
育成の課題

税関職員育成上の課題

 
 

数字・選択肢等の形式で問う事項
（グラフ・表等でまとめるもの）

記入形式で問う事項
（文書でまとめるもの）

基本データ
小中高の別、国公私立の別、設立年、学級
数、敷地面積

-

人員規模 児童・生徒数、教員数 -

知的財産教育の状況
独創的な考えに基づき、独創的な創造ができ
る力を伸ばすとともに、他人の権利を尊重す
る基本的な素養を身につける教育の有無

左記の具体的内容

政府・自治体等の知的財産教
育支援制度の活用状況

政府・自治体等の教育支援制度の活用の有
無

左記の具体的内容

知的財産教育について -
独創的な考えに基づき、独創的な創造ができ
る力を伸ばすとともに、他人の権利を尊重す
る基本的な素養を身につける教育について

政府・自治体等の知的財産教
育支援制度について

-
政府・自治体等の知的財産教育支援制度の
活用について

小学校・中学校・高校向けアンケート項目（案）

学校における知的財産教育
の取組の現状

学校における知的財産教育
の課題

大テーマ 中テーマ
小テーマ

教育機関の概要

 

 

 

 


